
■

岡
悦
子
さ
ん
秋
の
叙
勲
に
て
瑞
宝
単
光
章
を
受
賞

■

昨
年
の
秋
の
叙
勲
に
て
、
光
山
寺
門
徒
で
住
の
江
保
育
園
保
育

平
成
二
十
四
年
の
光
山
寺
前
期
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

士
、
岡
悦
子
さ
ん
（
玉
江
一
区
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

し
た
。
こ
の
瑞
宝
章
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
従
事
し
、
成
績
を
挙

★
萩
組
・
光
山
寺
法
要
関
連

げ
た
者
に
与
え
ら
れ
る
勲
章
で
、
今
回
、
岡
さ
ん
は
長
年
の
保
育

一
月

八
日
（
日
曜
）
午
前
十
一
時
半

最
勝
講
（
玉
江
地
区
）

士
と
し
て
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
叙
勲
に
対

一
月
二
九
日
（
日
曜
）
午
後
七
時

萩
組
連
続
研
修
（
満
行
寺
）

ご
本
山
で
は
平
成
二
十
三
年

し
て
、
本
願
寺
派
総
長
（
橘
正
信
）
よ
り
も
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

一
月
二
一
日
（
土
曜
）
午
後
三
半

萩
組
基
幹
運
動
研
修
会
（
清
光
寺
）

四
月
よ
り
五
十
六
日
間
百
十
座
、

し
た
の
で
、
ご
門
徒
の
皆
さ
ん
に
ご
報
告
致
し
ま
す
。

三
月

三
日
（
土
曜
）
午
後
七
時

萩
組
連
続
研
修
（
萬
福
寺
）

親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌

五
月
一
・
二
日
（
日
・
月
曜
）

春
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
香
川
孝
志
師
）

法
要
が
勤
修
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

■

山
口
別
院
で
東
日
本
大
震
災
追
悼
一
周
忌
法
要

■

★
子
供
会
（
日
曜
学
校
）

関
連

祥
月
命
日
（
一
月
十
六
日
）

去
る
三
月
十
一
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

一
月

九
日
（
月
曜
）
午
前
十
一
時

子
供
報
恩
講

に
際
し
て
は
、
御
正
当
の
忌
日

て
、
現
在
も
行
方
不
明
の
お
方
が
五
千
人
近
く
お
ら
れ
、
且
つ
原

以
降
、
二
月
一
八
日
（
土
曜
）・
三
月
十
七
日
（
土
曜
）

（
命
日
）
に
聖
人
の
ご
恩
徳
を

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
っ
て
、
汚
染
除
去
も
進
展
せ
ず
故
郷
に

四
月
二
一
日
（
土
曜
）・
五
月
一
九
日
（
土
曜
）
午
前
九
時
よ
り
開
催

報
謝
す
る
法
要
と
し
て
、
毎
年

戻
れ
ず
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
が
多
く
お
ら

★
仏
教
青
年
会

関
連

一
月
九
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の

れ
ま
す
。

一
月

九
日
（
月
曜
）
午
前
十
一
時

子
供
報
恩
講
と
同
時
開
催

八
日
間
、
「
御
正
忌
報
恩
講
」
を

宗
門
で
は
、
緊
急
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
義
援
金
活
動
を

一
月
二
二
日
（
日
曜
）
午
後

二
時

萩
組
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会(U'Sﾎ゙

ｳﾙ

）

お
勤
め
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援
を
さ
せ
て

三
月
一
七
日
（
日
曜
）
午
後

三
時

光
山
寺
庫
裏

そ
し
て
、
五
十
年
ご
と
の
節
目
に
あ
た
る
、
親
鸞
聖
人
の
年
忌
法

い
た
だ
い
て
お
り
、
皆
さ
ま
に
も
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い

★
仏
教
壮
年
会

関
連

要
を
「
大
遠
忌
」
と
称
し
て
、
特
に
大
切
に
お
勤
め
し
て
い
ま
す
。

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
月
二
二
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

萩
組
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会(U'Sﾎﾞｳﾙ

）

本
年
一
月
は
、
ま
さ
に
こ
の
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
七
五
〇
回
大
遠
忌
に

ま
た
、
す
べ
て
の
被
災
さ
れ
た
方
々
の
悲
し
み
に
寄
り
添
い
、

五
月

下
旬

午
後
七
時
半

光
山
寺
仏
教
壮
年
会
総
会

あ
た
る
御
正
当
と
な
り
ま
す
。
既
に
、
団
体
参
拝
で
の
各
地
域
か
ら

思
い
を
わ
か
ち
あ
い
た
い
と
の
願
い
の
も
と
、
ご
本
山
で
は
親
鸞

★
仏
教
婦
人
会

関
連

の
参
拝
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
御
正
当
は
五
十
年
の
一
度
の

聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
が
昨
年
四
月
よ
り
勤
修
さ
れ
て
い

二
月
下
旬
・
四
月
中
旬

光
山
寺
仏
教
婦
人
会
常
任
委
員
会
・
全
役
員
会

ご
勝
縁
で
す
。
法
要
に
参
拝
さ
れ
た
方
も
、
都
合
で
参
拝
で
き
な
か

ま
す
。

五
月
二
〇
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

っ
た
方
も
、
是
非
と
も
こ
の
ご
縁
に
参
拝
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
重
ね

あ
の
未
曾
有
な
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会
（
登
録
制
・
要
年
会
費
二
千
円
）

て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。
山
口
別
院
で
は
、
大
遠
忌
法
要
と
同
様
な
心
持
で
、
標
記

四
月
十
六
日
（
月
曜
、
午
後
八
時
）、
六
月
一
八
日
（
月
曜
）

一
周
忌
法
要
を
左
記
の
通
り
、
常
例
法
座
に
併
せ
て
お
勤
め
さ
せ

以
降
、
隔
月
第
三
月
曜
日
午
後
八
時
光
山
寺
庫
裡
に
て
開
催
。
十
月
ま
で
。

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
か
有
縁

★
礼
讃
の
夕
べ
（
旧
、
正
信
偈
唱
和
会
、
一
般
参
加
可
・
無
料
）

の
方
々
お
誘
い
併
せ
の
う
え
、
ご
参
拝
い
た
だ
き
ま
す
よ

五
月
一
二
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

六
月

九
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

記

以
後
、
毎
月
第
二
土
曜
午
後
八
時
開
催
。
十
月
ま
で
六
回
開
催
。

一
．
日

時

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
三
月
五
日
（
月
）

★
雅
楽
練
習
会

午
後
一
時
三
十
分
～

一
月
二
二
日
（
日
）・
三
月
十
一
日
（
日
）

二
．
場

所

本
願
寺
山
口
別
院
本
堂

原
則
日
曜
午
後
７
時
半
。
不
定
期
開
催
。

以
上

※
コ
ー
ラ
ス
の
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分
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■
仏
教
壮
年
会
研
修
・
忘
年
会
■

■
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
会
員
募
集
！
■

ま
い
ま
す
。
火
が
つ
く
こ
と
は
誕
生
で
あ
り
、
火
が
消
え
る
こ
と
を
死
に

光
山
寺
仏
教
壮
年
会
（
会
長
、
西
島
孝
一
）
で
は
文
化
部

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、
同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目

喩(

た
と)

え
る
な
ら
ば
、
１
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
長
さ
は
、
平
均
寿
命
み
た

（
野
村
謙
次
部
長
）
の
研
修
並
び
に
忘
年
会
を
十
二
月
二
四

的
と
し
た
「
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
」
を
今
年
も
四
月
十
六
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

い
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
ど
れ
だ
け
長
く
て
太
い
ロ
ウ
ソ
ク
で

日
（
土
）
午
後
六
時
よ
り
光
山
寺
本
堂
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

ま
す
の
で
、
新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
ご
門
徒
に
限
ら
ず
、
年
齢
・

も
、
急
な
強
い
風
に
吹
か
れ
た
な
ら
ば
、
一
瞬
に
し
て
そ
の
火
は
消
え
て

今
年
度
は
講
師
に
萩
博
物
館
副
館
長
、
樋
口
尚
樹
氏
を
お
迎

男
女
を
一
切
問
わ
ず
広
く
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
仰
ぐ
方
々
の
集
ま
り
で

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ど
れ
だ
け
若
く
て
健
康
な
人
で
も
、
急
な
事
故

え
し
て
、「
日
本
の
近
代
を
拓
い
た
萩
の
産
業
人
脈
～
藤
田
伝

す
。
年
会
費
は
二
千
円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。
西
本
願
寺
の
「
季
刊
せ

や
病
気
で
一
瞬
に
し
て
い
の
ち
を
失
う
こ
と
と
同
じ
で
す
。
無
常
の
風
に

三
郎
と
そ
の
時
代
～
」
と
題
し
て
、
日
本
の
近
代
化
を
な
し

い
て
ん
」
を
中
心
に
学
習
し
ま
す
。
浄
土
真
宗
聖
典
註
釈
版
が
必
要
と
な
り

吹
か
れ
た
な
ら
、
い
の
ち
終
わ
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ウ
ソ
ク
は
、

た
地
元
の
産
業
人
で
あ
る
藤
田
伝
三
郎
を
中
心
と
し
て
お
話

ま
す
が
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。
偶
数
月
第
三
月
曜
日
午

ま
さ
に
、
私
の
い
の
ち
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。
み
な
さ
ん
は
、

し
て
い
た
だ
い
た
。
藤
田
伝
三
郎
は
関
西
財
界
の
リ
ー
ダ
ー

後
八
時
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
申
込
み
に
つ
い

ロ
ウ
ソ
ク
の
長
持
ち
の
さ
せ
方
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
ひ
と
つ
だ
け
方

の
源
流
で
、
久
原
房
之
助
（
伝
三
郎
の
甥
）・
田
村
市
郎
（
伝

て
は
別
紙
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
つ
け
な
い
こ
と
で
す
。
こ

三
郎
の
甥
）・
鮎
川
義
介
（
房
之
助
の
義
兄
）
ら
萩
ゆ
か
り
の

の
ロ
ウ
ソ
ク
を
ず
っ
と
お
仏
壇
に
置
い
て
お
き
た
い
と
思
う
な
ら
、
火
を

実
業
家
達
は
、
明
治
維
新
以
降
、
近
代
化
の
潮
流
の
中
で
、

■
法
話

「
ロ
ウ
ソ
ク
の
い
の
ち
」
■

つ
け
た
ら
だ
め
で
す
。
火
を
つ
け
た
途
端
、
ロ
ウ
が
融
け
て
、
芯
が
焦
げ

自
動
車
・
鉄
道
車
両
・
金
属
・
水
産
・
観
光
な
ど
現
在
の
日

宇
野

哲
哉

（
中
央
基
幹
運
動
推
進
相
談
員
）

て
、
そ
し
て
ロ
ウ
ソ
ク
は
跡
形
も
無
く
消
え
去
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

本
の
代
表
を
す
る
企
業
の
基
礎
を
築
い
た
。
彼
ら
の
夢
と
情

本
願
寺
新
報
（
平
成
二
一
）
年
四
月
一
〇
日
号
掲
載

し
か
し
、
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
つ
け
な
か
っ
た
な
ら
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
役
目
は

熱
を
か
け
た
挑
戦
の
軌
跡
を
詳
し
く
お
話
い
た
だ
い
た
。
現

〈
根
深
く
続
く
差
別
〉

果
た
せ
ま
せ
ん
。
ロ
ウ
ソ
ク
は
、
火
が
つ
い
て
は
じ
め
て
ロ
ウ
ソ
ク
の
役

在
、
萩
博
物
館
で
は
、
藤
田
伝
三
郎
翁
生
誕
一
七
〇
年
記
念
と
し
て
「
藤
田
伝
三
郎
と
そ
の
時

今
か
ら
八
七
年
前
の
一
九
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
三
月
二
二
日
、
京
都

目
を
全(

ま
っ
と)

う
す
る
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
役
目
と
は

代
」
、
日
本
の
近
代
を
拓
い
た
萩
の
産
業
人
の
展
示
を
し
て
い
る
。
（
四
月
十
日
ま
で
）
日
産
の

の
岡
崎
公
会
堂
に
お
い
て
水
平
社
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
部
落
差
別
か
ら
の

何
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
漆
黒(

し
っ
こ
く)

の
暗
闇
の
中
に
あ
っ
て

ダ
ッ
ト
サ
ン
も
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
フ
ァ
ン
の
方
は
是
非
と
も
来
館
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

解
放
を
願
い
、
「
人
間
を
尊
敬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
解
放
」
す
る
こ

も
、
１
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
灯(

と
も)

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
光
り

ま
た
、
研
修
会
修
了
後
は
、
本
年
も
三
隅
の
極
楽
寺
仏
教
壮
年
会
会
員
三
名
と
光
山
寺
仏
教

と
を
め
ざ
し
、
水
平
社
運
動
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
、
採
択
さ

を
た
よ
り
に
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ど
れ
だ
け
寒
く

婦
人
会
役
員
の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
賑
々
し
く
忘
年
会
が
庫
裏
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

れ
た
『
水
平
社
宣
言
』
を
起
草
執
筆
し
た
の
は
、
西
光
万
吉
と
い
う
奈
良
県

凍(

こ
ご)

え
る
中
に
あ
っ
て
も
、
１
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
灯
し
、
そ
れ

■
募
金
箱
報
告
■

の
被
差
別
部
落
の
青
年
で
し
た
。
彼
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
も
あ

に
手
を
か
ざ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
あ
た
た
か
さ
を
得
る
こ
と
が

Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
（
世
界
自
然
保
護
基
金
日
本
委
員
会
）
の
募
金
箱
（
焼

り
ま
し
た
。
水
平
社
運
動
は
、
そ
の
後
の
宗
門
の
同
朋
運
動
に
大
き
な
影
響

で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
役
目
と
は
、
ま
わ
り
に
熱
と
光
り
を

香
机
よ
こ
）
に
集
ま
っ
た
募
金
八
千
六
六
七
円
を
十
二
月
十
二
日
送

を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
封
建
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ
、
明
治

与
え
る
こ
と
な
の
で
す
。

金
い
た
し
ま
し
た
。
沢
山
の
募
金
大
変
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

維
新
の
「
解
放
令
」
に
よ
っ
て
被
差
別
部
落
は
解
放
さ
れ
た
は
ず
で
し
た
。

〈
い
の
ち
に
序
列
つ
け
な
い
〉

Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
は
、
東
日
本
大
震
災
前
よ
り
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来

し
か
し
、
差
別
は
根
深
く
続
き
ま
し
た
。
被
差
別
部
落
の
人
々
は
世
間
か
ら

水
平
社
宣
言
の
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
り
あ
れ
」
の
「
熱
」
と

を
変
え
る
た
め
に
、
環
境
保
全
の
視
点
を
政
策
に
、
現
実
的
・
具
体
的
な
道
を
描
く
、
政
府

排
除
さ
れ
、
仕
事
も
限
定
さ
れ
て
、
日
々
の
暮
ら
し
も
貧
し
い
ま
ま
で
し
た
。
は
情
熱
で
あ
り
、
熱
あ
る
も
の
は
「
い
の
ち
」
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で

案
に
対
す
る
代
替
案
を
出
す
、
温
室
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
求
め
る
、
既
成
概
念
を
変
え
て
い

当
時
は
、
差
別
を
受
け
る
多
く
の
人
々
が
、
差
別
を
受
け
る
こ
と
は
仕
方
が

き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
親
鸞
聖
人
が
願
わ
れ
た
普
遍
の
い
の
ち
の
尊

く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
を
高
め
る
な
ど
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

な
い
こ
と
と
し
て
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
前
に
し
て
、
西
光

厳
、
「
無
量
寿
」
で
あ
り
ま
す
。
無
量
寿
は
限
り
な
い
仏
さ
ま
の
い
の
ち
で

■
初
参
式
の
お
知
ら
せ
■

は
親
鸞
聖
人
の
御
同
朋
・
御
同
行
の
み
教
え
を
も
と
に
し
て
、
「
人
間
と
し

あ
り
、
量
る
こ
と
の
で
き
な
い
い
の
ち
で
す
。
つ
ま
り
、
い
の
ち
に
序
列
を

親
鸞
聖
人
の
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に

て
誇
り
を
も
っ
て
生
き
る
た
め
に
、
今
こ
そ
声
を
上
げ
て
い
こ
う
」
と
考
え
、
つ
け
な
い
、
平
等
「
水
平
」
の
い
の
ち
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
「
光
り
」
と

よ
り
初
参
式
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
も
五
月
二
〇
日
（
日
曜

そ
の
願
い
を
水
平
社
宣
言
に
託
し
た
の
で
す
。
私
は
お
仏
壇
の
前
に
座
る
た

は
ま
さ
し
く
「
無
量
光
」
、
限
り
な
い
仏
さ
ま
の
光
で
あ
り
ま
す
。
１
本
の

日
）
午
前
九
時
半
よ
り
光
山
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
生
後
一

び
に
、
こ
の
水
平
社
宣
言
の
有
名
な
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
り
あ

ロ
ウ
ソ
ク
に
私
の
人
生
を
重
ね
合
わ
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
ま
わ
り
の
人
々

年
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
る
が
、
仏
の
子
と
し

れ
」
と
い
う
結
び
の
こ
と
ば
を
思
い
出
し
ま
す
。

に
あ
た
た
か
さ
と
明
る
さ
を
与
え
る
よ
う
な
人
生
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

て
育
つ
た
め
仏
教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う
合
同
の
初
参
式
で

〈
熱
と
光
あ
た
え
る
役
目
〉

た
と
え
、
そ
れ
が
自
分
の
身
を
融
か
し
、
身
を
焦
が
す
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

す
。
参
加
希
望
の
方
は
お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
生
年
月
日
等
を

お
仏
壇
の
荘
厳(

し
ょ
う
ご
ん)

の
ひ
と
つ
で
あ
る
ロ
ウ
ソ
ク
が
私
た
ち
に

生
き
て
い
る
限
り
、
燃
え
て
い
る
限
り
は
、
高
ら
か
に
炎
を
か
か
げ
て
、
「

光
山
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
尚
、
当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
個
別
の
初
参
式
や
自
宅
で

教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ウ
ソ
ク
は
、
時
間
が
経
て
ば
や
が
て
ロ
ウ
が
融(

人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
り
あ
れ
」
と
、
ま
わ
り
の
人
々
に
あ
た
た
か

の
初
参
式
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
で
、
是
非
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

と)

け
て
、
芯(

し
ん)

も
焦(

こ)

げ
て
、
火
は
消
え
て
、
必
ず
無
く
な
っ
て
し

さ
と
明
る
さ
を
与
え
続
け
る
、
そ
ん
な
人
生
を
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第４５号） 光山寺新聞 ２０１２年（平成２４年）１月１日（日曜日）


